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　ここに「消化管内視鏡治療のリスク克服に向けて」と題した特集をお届けする．内視鏡治療は，
大きく待機的（予定された）内視鏡と緊急内視鏡に，また通常（普及した）内視鏡と先進内視鏡に分
けることができ，一般的にいずれも後者のほうが治療に伴う偶発症リスクが高い．今回の特集で
は，治療内視鏡を待機的，緊急，先進という 3つのカテゴリーに分け，治療内視鏡に潜むリスク
とその対処法について，その道の専門家にわかりやすく解説していただいた．企画者の意図を汲
んで素晴らしい論文を執筆下さった先生方にこの場を借りて，心より感謝，御礼申し上げます．
　日本消化器内視鏡学会では，消化器内視鏡に関連した偶発症を 1983年から 5年ごとに，計 6回
にわたり後ろ向きに全国調査してきた．第 6回調査（2008～2012年）によると，治療内視鏡に伴う
偶発症率は 0.68％（10,387/1,534,202）であり，検査内視鏡の約 50倍であることが報告されている

（Gastroenterol Endosc 2016；58：1466‒1491）．
　Japan Endoscopy Database（JED）プロジェクトは，全国規模で前向き全数症例登録を目指して
2015年より開始された日本消化器内視鏡学会の一大プロジェクトであり，2022年 9月末現在，全
国 1,508施設から 7,147,762件の内視鏡データが蓄積され，2022年 3月には JED データを用いた
年度ごとの内視鏡診療動向が JED 白書として公表されている．2020年の JED 白書によると，上
部消化管内視鏡全体，小腸内視鏡全体，大腸内視鏡全体における手技中偶発症率は 0.49% （2,897/
597,707），0.76% （9/1,180），0.46% （1,286/279,486），大腸内視鏡治療・非治療の手技中偶発症率は
1.03% （807/7,797）・0.24％ （479/201,509）であり，先に述べた第 6回調査結果との乖離から自明の
ように，より精確なデータ把握には前向き集積が如何に重要であるかがわかる．
　本特集を通読いただいたことがきっかけとなり，先生方の内視鏡診療の質と安全性が向上し，
近い将来，JED 白書において偶発症率の改善を目にすることができるのであれば，企画した者と
して望外の喜びである．
 （藤城　光弘）

・2023年年間購読料（増刊号含む 13冊，税込）
　　冊子版 43,450円
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までお申し込みください．
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